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放
送
大
学
は
、
２
０
１
８
年
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、９
月
20
日
ま
で
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
・
２
３
０
・
１
０
８
５

放送大学
10月入学生
募集のお知らせ

　

去
る
７
月

10
日（
火
）、

高
山
運
動
公

園
に
於
い
て

第
25
回
高
山

村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
総
勢
86

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
接
戦
の
末
結

果
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
上
位
９
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９

月
４
日（
火
）当
村
で
行
わ
れ
る
吾
妻
郡
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

７/10

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

�　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
お
り
、
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

�　

年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や
「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が

必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の
国
民
年
金
担
当

係
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課︵
☎
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
０
７
︶

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
納
付
猶
予
制
度
」

国

民

年

金

information
くらしの情報
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夏
場
は
、
刈
払
機
や
草
刈

機
を
使
っ
て
家
庭
の
庭
木
の

手
入
れ
を
行
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。消
費
者
庁
に
は
、

刈
払
機
を
使
用
中
に
指
を
切

断
、
骨
折
し
た
な
ど
の
事
故

情
報
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
の
約
半
数
は
60
歳
以
上
で

す
。
刈
払
機
は
、
鋭
利
な
刈

刃
が
つ
い
て
お
り
、
使
用
中

は
高
速
で
回
転
す
る
た
め
、

慎
重
に
取
り
扱
わ
な
い
と
指

や
脚
な
ど
の
骨
折
や
切
断
な

ど
と
い
っ
た
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
重
篤
な
ケ
ガ
に
つ
な

が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

刈
払
機
を
使
う
際
は
特
に

次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

①�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
保
護
メ
ガ

ネ
や
防
振
手
袋
な
ど
、
保

護
具
を
必
ず
装
着
し
、
事

前
に
機
器
の
点
検
を
行
っ

て
か
ら
作
業
を
し
ま
し
ょ

う
。

②�

作
業
を
す
る
前
に
小
石
や

枝
、
硬
い
異
物
な
ど
を
除

去
し
、
半
径
15
ｍ
以
内
に

人
が
い
な
い
か
確
認
し
て

作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

③�

障
害
物
や
地
面
な
ど
に
ぶ

つ
か
っ
て
起
き
る
刈
刃
の

跳
ね（
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
）に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④�

刈
刃
に
詰
ま
っ
た
草
や
異

物
を
取
り
除
く
際
は
、
必

ず
機
器
を
止
め
て
か
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

⑤�

作
業
者
の
家
族
や
周
囲
の

方
は
、
作
業
者
が
安
全
対

策
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い

る
か
一
緒
に
確
認
し
、
作

業
中
も
作
業
者
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
な
い
か
を
常
に

意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

�

消
費
者
庁

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

夏
の
時
期
は
、
お
中
元
や

地
域
の
お
祭
り
な
ど
何
か
と

贈
り
物
を
す
る
機
会
が
多
い

で
す
が
、
政
治
家
が
選
挙
区

内
の
人
に
お
金
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

●
三
な
い
運
動

○ 

寄
附
を
政
治
家
は
贈
ら
な

い
！

○ 

寄
附
を
有
権
者
は
求
め
な

い
！

○ 

寄
附
を
政
治
家
か
ら
受
け

取
ら
な
い
！

　

左
記
の
①
か
ら
④
ま
で
及

び
⑥
の
項
目
に
よ
っ
て
処
罰

さ
れ
る
と
、
公
民
権
停
止
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

②�

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

勧
誘
・
要
求
の
禁
止

③�

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄

附
禁
止

④�

政
治
家
の
後
援
団
体
の
寄

附
禁
止

⑤�

暑
中
見
舞
等
の
あ
い
さ
つ

状
の
禁
止

⑥�

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

�

総
務
省

information
くらしの情報

草
刈
機
の
使
用
中

の
事
故
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！
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information
くらしの情報

　

群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、

広
く
県
民
の
方
々
に
正
確
な

計
量
へ
の
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
計
量
啓
発
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

・�

正
し
い
計
量
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
る
作
品

・�

適
正
な
計
量
器
が
使
用
・

流
通
さ
れ
る
こ
と
を
促
す

作
品

●
募
集
規
定

・
自
作
で
未
発
表
の
作
品

・
１
人
２
作
品
ま
で
応
募
可

●
賞　

入
選
２
点

＊�

図
書
カ
ー
ド
２
千
円
分
を

贈
呈

● 

発
表

　

平
成
30
年
９
月（
予
定
）

＊�

入
賞
者
に
は
、
書
面
で
通

知
し
ま
す

● 

応
募
資
格

　

県
内
に
在
住
す
る
人

● 

応
募
期
間

　

 

平
成
30
年
７
月
２
日（
月
）

〜
８
月
31
日（
金
）
必
着

●�

応
募
方
法　

郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ　

応
募
作
品
、住
所
、

氏
名
、
職
業（
学
年
）、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

＊�

県
計
量
検
定
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
応
募
用
紙
が

入
手
で
き
ま
す
。（http://�

w
w
w
.pref.gunm

a.jp/ 07/

z 5000001.htm
l

）

● 

そ
の
他　

入
選
作
品
は
計

量
標
語
ポ
ス
タ
ー
に
使
用

さ
れ
る
ほ
か
、
普
及
啓
発

資
料
等
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

群
馬
県
計
量
検
定
所

　

☎
０
２
７
・
２
６
３
・
２
４
３
６

夏
休
み
期
間
中
に
お

け
る
子
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
に
つ
い
て

　

地
域
が
一
つ
と
な
っ
て
、

子
ど
も
達
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

●
保
護
者
の
注
意
点

・�

子
ど
も
が
出
掛
け
る
際
に

は
「
車
に
気
を
付
け
て
」

な
ど
と
一
声
掛
け
る

・�

子
ど
も
が
乗
っ
て
い
る
自

転
車
の
ブ
レ
ー
キ
や
ラ
イ

ト
、
タ
イ
ヤ
な
ど
を
定
期

的
に
確
認
し
、
整
備
す
る

・�

子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
と

き
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必

ず
着
用
さ
せ
る

●
車
を
運
転
す
る
人
の
注
意
点

　

歩
い
て
い
た
り
、
自
転
車

に
乗
っ
て
い
た
り
す
る
子
ど

も
の
横
を
通
過
す
る
と
き
は
、

車
の
速
度
を
落
と
し
て
間
隔

を
十
分
に
取
る
な
ど
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
す
る

●
問
い
合
わ
せ

　

県
警
本
部
交
通
企
画
課

　

☎
０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０

食
中
毒
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う

　

８
月
は
「
食
品
衛
生
月
間
」

で
す
。
気
温
が
高
い
夏
期
は
、

細
菌
を
原
因
と
し
た
食
中
毒

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
が

肉
で
す
。
肉
に
は
「
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
」
や
「
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
」
と
い
っ
た
細
菌

が
付
着
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
、
こ
れ
ら
の

細
菌
が
原
因
の
食
中
毒
が
発

生
し
、
幼
児
で
は
重
症
化
す

る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
」
や

「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」
は
家

畜
の
腸
に
存
在
す
る
た
め
、

肉
に
付
着
す
る
の
を
防
ぐ
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
細
菌
は
熱

に
弱
い
た
め
、
十
分
加
熱
す

る
こ
と
で
、
食
中
毒
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

（
菌
を
付
け
な
い
、増
や
さ
な
い
、

や
っ
つ
け
る
）を
し
っ
か
り
守

っ
て
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
食
品
・
生
活
衛
生
課

　

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
４
４
３

平
成
30
年
度
群
馬

県
計
量
啓
発
標
語

の
募
集
に
つ
い
て


